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平成 31 年 1 月 23 日（水）12 時 20 分から、霞が関

ビル 35 階東海大学校友会館「阿蘇の間」において、国

会議員、国土交通省、友好団体等から多数の来賓の方々

をお迎えして、新年賀詞交歓会を開催いたしました。

 冒頭、会長挨拶に先立ち、熊倉隆治会長から挨拶が

行われ、引き続き、工藤彰三氏（国土交通大臣政務官）、

石原伸晃氏（不動産鑑定士制度推進議員連盟会長）か

らご祝辞をいただいた後、稲野邉副会長発声による乾

杯が行われました。 

また、乾杯の後、ご出席の国会議員等からご挨拶を

いただき、なごやかな歓談のうち、盛会裡に賀詞交歓

会を終えることができました。 

熊倉会長は、挨拶の中で「平成 31 年度予算で、地価

公示地点数 2 万 6,000 が引き続き確保されたことに対

し、協力いただいた不動産鑑定士制度推進議員連盟議

員及び関係省庁の皆さまに御礼申しあげたい。」、「地価

公示は土地税制の基盤であり、一般取引にも影響を及

ぼしている。当該業務に取り組む不動産鑑定士の責任

は重大であり、業務遂行に対する期待に応えるととも

に、地価公示制度 50 周年の今年は地価公示の制度の 
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来賓祝辞【工藤国土交通大臣政務官】 
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一層の普及に向けて告知活動等に取り組んでいきた

い。」､「本会では、昨年の定時総会で定款に住家被害

認定業務への関与を追加し、大阪府茨木市を皮切りに、

中国・四国地方や北海道での活動を、それぞれ地元の

士協会と連携して取り組みを行った。今後、各自治体

と士協会レベルでの基本協定の締結や研修体制作り、

活動の基本方針の規定化など体制整備を行い、本会の

身の丈にあった永続的な仕組みにして、二重ローンの

特定調停制度とともに公益活動として担っていきた

い。」､「所有者不明土地問題や空き家の活用などに向

けた士業連携による解決への取組を進めていくほか、

昨年来取り組んでいる公的セクターとの鑑定評価業務

の契約問題は『不動産鑑定契約のあり方（受任者選定

方式等）に関する基本的見解』をベースに意見交換を

重ねて改善へ進めてまいりたい。」等と述べました。 

 

来賓祝辞【石原議連会長】 

来賓挨拶【保岡前議連会長】 

乾杯の発声【稲野邉副会長】 

中締めの挨拶【福田副会長】 
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左藤 章 内閣府副大臣                野田  毅 衆議院議員 

  

豊田 俊郎 参議院議員                  中西 健治 参議院議員 

  

    盛山 正仁 衆議院議員  

  
このほか、秋元 司環境副大臣兼内閣府副大臣、高市早苗衆議院議員、葉梨康弘衆議院議員、 

鬼木 誠衆議院議員、門 博文衆議院議員、福岡資麿参議院議員、津島 淳衆議院議員、小林 
茂樹衆議院議員、金子俊平衆議院議員、小林鷹之衆議院議員、神田憲次衆議院議員にもご来場

いただきました。 

ご来場いただいた国会議員の方々（順不同） 


